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8/31 日 
 

●高田の沢田議員から、赤旗拡大の以来あり電話でお勧め、日刊紙１部。上牧の石丸議員と訪問日刊
紙
１部。広陵町八尾町議と日曜版１部、山田町議、寺前前町議と日曜版１部赤旗集金で日刊紙１部。
今日は特別日差しがきつく暑い日になりました。
●母のお見舞い。なつかしのメロディを見て、森光子さんが高齢にもかかわらず大舞台で歌っていたの
を見
て元気をもらったといっていました。岸壁の母を聞いて涙が出てきたそうです。その思いを書いて、テレ
ビ局
に送ると文章を見せてくれました。書き終わったらおなかがすいておにぎりを一つ買って食べてとてもお
い
しかったそうです。
●なんとなく選挙ムードになってきました。今日で８月も終わりです。

ページトップへ

8/30 土 
 

●朝８時２３分、役場前から又バスに乗って昼ごろ高田の到着。帰りも上野地から五条の歯医者さんに
通
う方が１７００円のバス代を払っていました。
●健生会友の会の会長を２０年間務めてきた岩田良孝さんが退任されたためご苦労さん会があり出
席。懐
かしい顔ぶれがそろいました。
●王寺で赤旗のお勧め、幡野,金田議員と１部増えました
●生活相談、障害年金の件

8/29 金 
 
●高田市駅から新宮行きの路線バスに乗って十津川に行ってきました。星ふる夕べに医療をかたる集
い
に参加しました。路線バス乗り場では高田の眼科に来てかえるおばあちゃんと一緒でした。どのバスに
乗
っていいのか良くわからず何度もたずねていました。私が窓口で確認して「一緒のバスに乗りますよ」と
い
うととても安心されて、一人暮らしで年金だけタクシーをつかえないということです。降りるとき、ブザー
が高
いところで届かず、押してんかと頼まれました。有難うととてもいい笑顔で降りていきました。ありがとう
とい
う感謝の気持ちと笑顔があれば、かなり生きていけると思いました。次の人は降りるときに料金表が細
かく
て「いくらと書いてありますか」ときかれましたが私も８か３がよく見えなくて困りました。五条バスセンタ
ー
と、谷瀬のつり橋のところでトイレ休憩。日本一長い路線バスということです。
●奈良県の過疎地域は８つの診療所に自治医大の卒業生が２年間のローテーションを行っていますが
そ
れ以外の長年勤務されてこられた医師が高齢化で退職の時期を迎えることになるため過疎の医療は
待っ
たなしの状況です。初めての試みでしたが、医学生、医師、行政関係者、その他議員など１００人を超
える
参加がありました。
●伊関友伸氏のワークショップでは良い医療とはをテーマに話し合い、私もグループに参加。三重県の
過
疎の診療所のドクター、医学生、自治体の人など一緒に話し合い。高度医療というといらないことまでさ
れ
そうだ、痛そうなイメージなど出され、成熟した医療という概念でまとめたり、お金の心配なく医療をした
い。
医療を受けたい、など今の低医療費政策への不満も出されました。
●実際の僻地医療に携わってきている五条病院僻地医療支援部長の中村進医師の話は僻地に行くこ
と
で専門が遅れると心配することはなくむしろマルチの医療が身につき専門になっても問題意識が鮮明
で、
専門医としても優れた実績を上げている多くの先輩がいることなど、熱いメッセージが伝わってくるお話
でし
た。検査も診断も簡単な縫合もありどんな症例も怖くないといっていました。往診はトロッコで行く場面も
印
象的でした。
●佐久病院の松島松翠先生の地域における保健医療福祉のネットワーク作りとして予防医学に力を入
れ
た実践の中で地域おこしが行われ住民参加から住民主体の取り組みになっていること、それには自発
性、させる教えるから考えるしてみるに変えていく。そのためには情報公開、討論の場の保障。住民の
保
険学習、対等な関係作りが重要であること、はいま友の会の活動で行っているようなことではないかと
思
いました。又故若月俊一元院長が提唱したメディコポリス「医療福祉都市」はとても共感しました。工場
誘
致は景気に左右されるが医療や福祉といく仕事は人がそこにいる限りなくならない。そのとおりだと思
いま
す。
●路線バスに乗って改めて五条病院や，診療所などを眺めると店があり、人が集るところになっていま
す。
地域から医療機関がなくなることは町がなくなる、人が住めなくなることになります。医療や福祉は、多く
の
雇用を生み出し、働く人はそれを地元に還元します。メディコポリス構想という耳なれない言葉ですがと
ても

　



大きな宿題をもらったような気がしました。ホテル一の湯での交流会は、いろいろな方と出会えてよい機
会
でした。あいにく雨で星は見られませんでしたが、県下の過疎地で頑張っているすばらしい医師やそれ
を
志す人たち一人一人が輝いて、会場いっぱいに星ふる夕べとなったような気がします。

8/28 木 
 

●ホームページの日記
●母の病状を聞きに行って来ました。治療の効果があり、来週には退院できることになりました。主治医
の
先生の話では見守りや介護が必要になってくるとのことでした。介護の実体験を通じて、これまで見え
な
かったものが見えてくるかもしれません。先生は、病気は知らないままでいたらそれまでですがわかると
さ
まざまな治療などややこしいです。といわれました。孫たちに、命というものをしっかり見せていこうと思
い
ます。
●地区常任会議
●アフガニスタンで農業支援に行っていた伊藤和也さんが殺害されました。静岡県の掛川市の人だった
と
知りました。実家の隣町です。ひとごととは思えません。３２歳という若さで。無念だったと思います。ご
冥
福をお祈りいたします。次女がアフガニスタンに義肢装具を支援する会で専門学校のときにアフガンに
行く
と言い出し、夫は大反対、私は死ぬときはどこにいても死ぬのだから、またとない経験、と行かせませし
た。今考えると良く無事で帰ってきたと思います。
●当時、ＮＧＯで行っていた友人たちが一番怖いのは日本が自衛隊を送り出したこと。アフガンの人は
日
本に親日感情を持っていて、支援に対しとても受け容れてくれるのに自衛隊が武器を持ってくることで
打ち
消されてしまうといっていました。１番の解決はアメリカが撤退してアフガンの人たちで再建していく、そ
の
中で必要な支援を行うことだと思います
海外派兵の延長は絶対に認められません。

8/27 水 
 

●五位堂駅前早朝宣伝、豆田よしのりさんがきて、藤本、芦高香芝市議、八尾広陵町議、支部の方など
一緒に宣伝。９月１２日から臨時国会が決まり、いよいよ選挙ムードになってきました。
●母の見舞い
●議会運営委員会で９月議会会期が決定しました、新メンバーのもとで、いろいろ意見が出ましたが各
派
代表者会議で反対討論の件、など議論が出されます
●生活相談　医療事故問題　戦争遺跡問題、道路問題　など
●県営プール廃止問題
●県議団会議、景観問題についての学習会。

8/26 火 
 

●過疎水資源対策特別委員会、吉野川のカビ臭問題の今年の情況
●過疎の医療問題で質問
●県内視察、曽爾村の国保診療所、菟田野の地域包括支援センターを訪問しました。
●戦争遺跡問題
●近畿トラック協会が原油価格の高騰に対してデモ行進を行っていて横断幕をつけたトラックとすれ違
いま
した。投機マネーがあちこちで庶民の生活を直撃です。

8/25 月 
 

●母のお見舞い
●委員会の打ち合わせ
●日本共産党地方議員団学習会（水道決算について学習しました）

8/24 日 
 

●北葛城郡ママさんバレーボール大会で挨拶。
●葛城市にて、奈良県防災訓練があり参加しました。人工呼吸で赤ちゃんと子どもの人体模型があり、
大
人では教えてもらったことがリマ下が子どもは初めてでしたので教えていただきました。
●日本共産党地方議員団学習会。

ページトップへ

8/23 土 
 

●まほろば平和音楽祭に新婦人スイトピーで参加しました。一本の鉛筆、いとしごよを歌いましたが、結
成
２ヶ月のコーラスにしてはまあまあだったかなと思います。（その後、8月27日の奈良新聞に私たちの写
真
が載っています）１回ではもった無いから又機会があったら出演したいねといっていました。演説会とは
又
違った、緊張感があります。
●町内の夏祭り、孫３人を連れてだんじりを引くのに町内をついて回りました。曇りでぱらっと小雨が降
るよ
うな天気でしのぎやすく良かったです。
●母のお見舞いに、病院に行ってきました。
●生活相談　医療問題
●政府交渉のまとめ

8/22 金 
 

●政府交渉、市田忠義書記局長が吉野の演説会に来たとき事前の懇談会で、各自治体関係者や議員
か
ら出された要望を持って、政府交渉、並びにレクチャーをしてもらいにいってきました。日帰りでハードで
した
が周産期のコーディネーターの支援や、看護師確保対策で成果がありました。又医療機関へのアクセ
ス
の交通問題や鳥獣被害対策、間伐対策など奈良県でも研究活用できるものがあることがわかり成果が
あ
りました。住民の皆さんの声を届けることができたときは本当に嬉しいものです。

8/21 木 
 
●吉野町役場にて吉野立病院の問題で懇談。町長さんはじめ副町長病院の関係者の方から詳しくお話
を
伺いました。大淀病院にて,視察懇談、建物が古く狭い廊下、など見させてもらいました。町長、病院長
や，
事務長さんなどの病院関係者の方大淀の議員の方々６名が参加されて懇談しました。過疎地での医
療機



関は住民の命綱。現場の懸命な努力に応えられるようにとの決意を強くしました。
●なら民医連新聞原稿執筆。

8/20 水 
 

●早朝宣伝、五位堂駅前で宣伝
●母の受診、付き添い。診療所から病院の受診を進められ、そのままかかりつけの医療機関で診察入
院
となり、ました。入院の用意を持って又病院にいってきました。家族がいない人はさぞかし大変だろうと
思
います。

8/19 火 
 

●環境廃棄物対策特別委員会、視察。広陵町清掃センターでしたので地元議員として参加してきまし
た。
土地代が約１０億円、機械建物が４２億円、周辺対策を入れるともっと膨らみます。完成して２年になり
ま
す．ＲＤＦ炭化方式という全国でも珍しいやり方で実施されています。出来たものはセンターを建設した
栗
本が助燃材としてトン１０００円で購入してもらいますが、送料が７０００円かかるので実際には６０００円
の
持ち出しです。１５年間契約で引き取ってもらうことになっているそうです。ごみの量は、焼却施設と比較
す
ると焼却の場合も燃えるごみで４分の１になります。それをフェニックスに埋め立てますのでトン７０００
円で
この方式が１０００円割安となります。
●原油高騰の折、燃料として購入してもらえないか聞いてみましたがトン当たり２５０００円つけてくれた
ら
引き取るというところがあるとのことです。火力が低いことと、原料がごみから出来ていることがネックに
な
っているようです。ＲＤＦはごみを固めたもので、炭化は更に乾燥させて墨の粉のような状態でにおいは
あ
りません。約束が１５年間、あと１３年あまり、今から今後のあり方を考えてちょうどいいように思いま
す。
●分別プラスチックは、広陵の町議団でも改善に力を入れ住民への説明など求めてきましたが、引取り
が
出来なくなるといわれていたランクからＡランクに改善されたとのことでした。

8/18 月 
 

●お見舞いにと頼まれて無農薬野菜と、地鶏卵を買って帰ってきました。月ヶ瀬でご夫婦で農業をされ
て
います。ミステリーツアーの帰りに立ち寄ると伝えれいたら朝からいろいろな種類を用意してくれていま
した
とても新鮮で、ぜひ元気になって欲しいと思います。

8/17 日 
 

●夫と二人で久々のミステリーツアー。時間がたまたま空くときに行き先をきめずに出発です。泊まる当
て
も無く，新しく開通した新名神高速道路をとおって琵琶湖が見えたので大津で降りて、とこんな感じで
す。
それにしても殆ど車が走っていない道路、６車線も必要ありません。
ストレス発散に行ってきました。

ページトップへ

8/16 土 
 
●コーラスの練習、衣装合わせ、いろいろなスカーフを巻いてわいわい、なかなか素敵です。
●ホームページの更新。

8/15 金 
 

●63回目の終戦記念日。王寺駅で豆田よしのりさんと平和の宣伝を行いました。金田千代子、幡野美
智
子議員や河合支部からも参加していただきました。元、保安隊（自衛隊の前身です）にいたという75歳
の
男性が「戦争は2度としてはいかん、孫が2人いるが学費が大変、学費を下げるというのは共産党しか
ない
頑張って欲しい」と激励してくれました。
●福田総理が靖国参拝を取りやめました。夜レイテ島の最後の決戦をテレビ放映していました。勝利国
の
アメリカ兵が夜戦争を思い出して間違って妻の首を絞めようとしたと証言。元日本兵だった人はいよい
よだ
めというときに友人に自分の肉でも食べてくれといったらそんな弱音を吐くなといわれたと当時のすさま
じ
い様子を語ってくれました。憲法9条がいかにすごいおもみのあるものかを改めて実感。
●王寺民報原稿
●サッカーのなでしこジャパンの勝利良かったですね。

王寺駅終戦の日宣
伝、豆田さんと

8/14 木 
 
●アスベストの説明会が王寺町のやわらぎ会館で開かれ参加しました。この間アスベスト問題では尼崎
の
クボタにかかわる調査や奈良県の調査など第１線で活躍されている医大の車谷教授よりアスベストの
報
告をしていただきました。
●アスベストは４０年の潜伏期間があり。働いている労働者だけでなく周辺に住んでいる人にも影響が
出
ています。ニチアス王寺工場では４７年まで青石綿を使用していたことは明らかになっていますがどのく
ら
いの量が使われていたかは明確になっていません。そのため周辺住民の影響もどれくらいの範囲に出
てく
るかはわかっていませんが、この間行われたリスク調査では斑鳩工場で４００メートル王寺工場で８００
メ
ートルといわれています。今回国は３年間リスク調査を行うとしてその期間が８月中となっています。
●王寺町、斑鳩町は全町にその内容を知らせるビラを全戸配布しています。広陵町は以前ニチアスの
下請
けをしていたたつみや製作所があり、その周辺の大字に回覧をまわしてもらうように町に要請してきま
した
が、リスク調査の申し込みが葛城保健所となっているため申し込み先を町役場してもらえるように県の
担



当課に申し入れを行いました。
●生活保護について相談１件
●友の会三役会議
●燈花会最後の日ということで行ってきました。たくさんのボランティアさんの参加で以前に比べ灯りが
たく
さんとともって多くの観光客がこられていました。母と一緒に行ったためもっといすがあって休息するとこ
ろ
があればと思いました。今年はお墓参りに帰ることも出来なかったため燈火絵の１客1燈で灯りをお供
えし
てきました。

8/13 水 
 

●お墓参り、夫の実家のお墓参りに行ってきました。箕面の北摂霊園です。ずっとかんかん照りだった
の
がお参りの時には曇って、お参りしやすくなっていました。姉の話では、以前お参りしたときも落雷など
大
雨で大変な費だったのがお参りの時には青空が見えたといっていました。
●姉は、「お父さんやお母さんが見ていてくれる」と思うと言っていました。先祖を敬うという思想はとても
大
切で今生きている人の励みにもなっているとおもいます。

8/12 火 
 
●奈良交通交渉。北葛城郡議員団で利用者の利便性を高めるための提案を行いました。　
●中南和地区地区委員会総会。

8/11 月 
 

●母の受診に同行、主治医の先生の意見をききました。
●広陵町水道局見学

●北葛城郡ブロック会議　

8/10 日 
 

●上牧町の戦争体験を聞く会に参加しました。高齢の方がふりしぼるように体験を語ってくれました.。戦
地
で８月１５日の終戦を迎えた方は戦争が終わったことも後から知ったということです。戦争は送り出すだ
け
出しておいて跡は野となれ山となれとはこのようなことかと思いました。会場からも意見が述べられまし
た
が、憲法９条の大切さや若者の立場で戦争を伝えることの大切さなど口々に語られました。シベリア抑
留
者に補償をという問題は議会でも取り上げていもしたが、だんだん高齢になって行く今こそ取り組まなく
て
はならないと再認識しました。
●中南和地域平和の集い。高田の地場産業センターに行ってきました。俳優の.米倉斎加年さんの平和
講
演の途中から参加しましたが、弟をなくしたときの淡々とした悲しみを押し殺した語りには涙が出てきま
し
た。
お父さんが戦争に行っている間に生まれ顔も見ること無くなくなっていった幼い命。食糧不足で子どもに
少
ない食べ物を与え母乳がでなくなり、支給されたミルクを米倉さんは隠れて何度もこっそり飲んだといっ
て
いました。親戚に疎開の相談に行ったら食べるものは無いといわれお母さんが弟を背負い米倉さんの
手を
引いて結構ですといって帰ってきたそのキットした顔の美しさは忘れられないといっていました。最後は
病
気で病院でなくなりましたが、お母さんは戦争で死んだのではないから幸せだといわれていたそうです。
で
もやっぱり戦争でなくなったのだと思いました。静まり返った会場には平和を守る熱い思いが感じられま
し
た。
●別会場で展示会をしていました教科書検定を歴史的に紹介していて、沖縄戦に日本軍が関与してい
た
事実がぼやかされていく様子が良くわかりました。それに対する沖縄議会の政府への意見書や人々の
反
撃も紹介されていました。

ページトップへ

8/9 土 
 
●平和の集いのコーラスの練習。「１本の鉛筆、いとしごよ」の2曲です。熱心な指導のおかげでそれらし
く
なってきました。発表は８月２３日王寺町のやわらぎ会館,午後１時３０分からです。たくさんのプログラム
が
あります是非お越し下さい
●香芝お話ローソクの会、おなら歌の詩の朗読。三年寝太郎を素話で語りました。久しぶりで緊張しまし
た
が、何とかできました。お話会を始めて１５年以上になりましたお話リサイタルを開きたいというのが私
の夢
です。
●桜井市議会報告会、吉田議員の地元です。私は県政報告をさせていただきました。後の懇談会では
「県政についてまったくニュースが入ってこない。平常遷都１３００年も賛成の意見ばかり聞こえてくるが
ナ
ニを目的にだれがシナリオを書いているのか」など鋭い質問が次々に飛び出しました。職員の採用や



窓口
対応の問題、原油価格の高騰問題など共産党に対する期待や注文が寄せられました。

8/8 金 
 

●朝から県庁へ、調査。
●県議団会議。９月議会の取り組みや政府交渉について議論。
●今日から北京オリンピックの開幕です。９時から始まるので家でテレビを見ていました。開会式が全て
人
によって演出されているところなど中国を改めて印象付けられました。歴史絵巻きによって中国で発明
され
た紙、漢字、論語など次々とでてくる展開に孫と一緒に釘付けになってみていました。中国が多民族国
家
であることを子どもたちの民族衣装で再認識しました。世界２００カ国以上が参加ということで入場行進
を最
後まで見たかったのです眠くて途中で寝てしまいました。平和の大会になるようにと願います。
●お通夜に参列、９５歳、たくさんの方がおまいりにきていました。

　

8/7 木 
 

●王寺町学校訪問、幡野議員と，金田議員とまわりました。夏休み中でも先生がたはフル稼動、クラブ、
研修と忙しくされていました。生徒指導は小学校に必要ではないか、朝ごはんは一人で食べている子ど
も
が半分、そのことを地域に知らせて地域の人に子どもを見てもらうように心がけているなど、いろいろ感
心さ
せられました。また小学校中学校受験が増えており、受験に失敗したから地元の学校に来たという意識
が
あるとなかなか子どもが伸びない。そうではなく地元の学校はコンナにいい（！）ところで行ってみたいと
思
われるように、学校としても連携を図っているなど聞かせていただきました。
●河合診療所デイサービスセンター夏祭りに母と参加しました。かくし芸大会では歌あり、腹話術ありで
浴
衣を着た職員の人が祭りのムードを演出。手拍子や．懐メロは一緒にくちづさむなど楽しいひと時を過
ごし
ました。
●中南和地区常任会議
●アスベストの検診問題で山田美津代議員と広陵町に申し入れ、昔工場があった地域の住民に回覧で
知
らせるなど約束していただきました。

8/6 水 
 

●広島に原爆が投下されて６３年目になりました。朝五位堂駅で早朝宣伝、八尾議員と。
●厚生委員会。明日の医療審議会で生駒市民病院問題が議論されるにあたり民間３病院からも増床
計画
があるが県がどのような姿勢で臨むのかを質問。国保病院が廃止されて以来入院のベッドが減って市
民
の方々が困っていること、とりわけ参加や小児科のニーズが高いことなど、こうした住民の要望に応え
る形
で病床問題に取り組むべきではないかと質問。竹村局長は現在不足している産科、小児科など中心と
な
るべきと答えました。
同じく高柳議員も質問、いつ決まるのかについては１回できまらない可能性もあるがいつまでも長引か
せ
るつもりもないと答弁しました。また私は、医大、県立病院が大幅の看護師を増員することを発表しまし
た
が、年齢制限などもあり意欲を持って応募して就職した看護師が朝は７時３０分、夜は５時には終われ
ず７
時過ぎまで毎日サービス残業で給与が下がったという話を聞いたが、看護師不足の中でせっかく来てく
れ
た人が意欲をなくすような待遇は改善すべきと主張しました。
●午後から県内視察。天理の大樹という障害者を雇用している施設を見学。ここでは障害の程度と仕事
が
出来る情況に合わせて時間給を設定しており一人平均５７０００くらいもらっているとのことでした。作業
は
新幹線のカバーのクリーニング、ホテルのスリッパ、飛行機のヘッドホーンなどが行われていました。飛
行
機はビジネスクラスとファーストクラスとヘッドホーンが違っており耳にとても優しくフィットするファースト
クラ
スのものを見せていただきました。

●リハビリテーションセンターでも授産所を見学、ここでは車椅子の人などが作業をしていました。プラス
チ
ックの組み立てやラベルはりなどの仕事ですが仕事によってはかなり難しいものもあり。労働の価値と
はを
考えさせられました。また障害児の通所施設も以前は待機者があると聞いていましたが今は無いとの
こと
約３０人の子どもを５から６人の先生で見ているとのことでした。浮き輪もありプールなど本当に大変だ
と思
いました。１０月から高次脳機能障害のピアカウンセリングが始まる予定です。センターが出来て２０
年。
施設改善のイー図はありますが指定管理者になっていて困難な課題があります
病院関係では４年連続の診療報酬のマイナスが響いているようですがリハビリスタッフを充実させて外
来
患者を増やすなど取り組んでいました。
●社会福祉総合センター、２年前から県社会福祉協議会が指定管理者になっています今年度で３年で
新
たな契約となります。設備投資など３年では採算が合わず投資意欲がなくなるなどの課題が提起され
てい
ました。会議室も利用は約半分です。駅前で利便性もよくもっと活用方法があるように思いました。

8/5 火 
 

●明日の厚生委員会の連絡、資料整理。
●大阪に用事で行ってきました。
●打ち合わせ。

8/4 月 
 
●部屋の片付け、書類の整理。
●母と買い物に行ってきました
●打ち合わせ、内閣改造に伴っての各社の支持率が出ていましたが読売だけは４１％後はそんなに大
き



な変動はありません。顔ぶれだけ変えても基本が変われなければ政治は変わりません。
●赤塚不二夫さんがなくなりました。いろいろなことがある時代「それでいいのだ」ほっとするような懐か
し
いギャグです。

8/3 日 
 

●第３３回わたぼうし音楽祭に行ってきました。今回は車椅子の方と健常者がともに楽しむダンスがオ
ープ
ニングで披露さｔれました。車椅子を小道具に使っているかと思うくらい、違和感無く自然でダンスそのも
の
の優雅さや楽しさを味わうことが出来ました。たんぽぽの取り組みにはいつも気づかされることがたくさ
ん
あります。今年は星野友輝さん作詞、西里秀一作曲の大きな夢が対象に選ばれました。全国から障害
者
の人の詩を募集してそれに曲をつけて１０曲が発表されます。がんばっているのはあなただけじゃない
よ、
悩んでいるのもあなただけじゃないよ、　自分に思い上がるのも卑屈になるのも止めにして、どうせなら
大
きな夢を見ればいい、世界はあなたが思うよりずっとずっと広いから、たくさんの人に聞いてもらいたい
すば
らしい曲でした。
●たんぽぽのボランティアで知り合ったわが家の次女夫婦。今回２人の孫を連れて参加。もうすぐ３歳
のも
もちゃんは、なかなかじっと出来ませんでしたが、お父さんがボランティアをしているのを見て、ももちゃ
んも
大きくなったらあそこに行くと舞台を指差していました。

我が家のきゅうりが豊
作で、キューちゃん付
けを作ってみました
好評です

ページトップへ

8/2 土 
 

●赤旗のお勧め日刊紙２部。
●京都府大山崎町で開かれた自治の水脈を守るシンポジュウムに参加しました。
●５月２０日大山崎町の真鍋宗平町長は、「京都府が大山崎町と条例に基づく協議も無いまま２００７
年、
２００８年の受水量を申し込みの倍以上７，３００立方メートルと決定したことは知事の裁量権を逸脱し手
続
き的にも違法」として決定取り消しを求める裁判を起こしました。
●大山崎はサントリーの工場やアサヒビールなど昔から豊な名水で知られているところです。１９８１年、
当
時の町長が水需要を工業用水を含め１日１万２千立方メートルとする計画を立てたこと、その後府が上
水
道と工業用水を一本化して料金が大幅に上がり使う企業は無く全て上水道として町に押し付けられた
もの
です。この問題は水の需要見込みを過大に設定し。市町村の実際の必要量以上に高い県営水道を購
入さ
せてきた奈良県にも共通すると思われます。今後水は地球的規模で問題になっていくだけに自治の水
脈
をまもる取り組みは大きく注目され今日も予想を超える２２０人が参加されました。

真鍋大山崎町町長さ
んといっしょに

8/1 金
 

●コーラスの練習、練習することは即席コーラスがだんだん本格的になってきました。２３日平和の集
いがデビューです。
●広陵町議員団会議。
●赤旗のお勧め　日刊紙が２部、日曜版が２部増えました。
●２０億事務局会議。結審が近づいてきました、組合は倒産、理事長は死去、返還は２０億に対して約
１１００万。だれが責任を取るのか。初めて議会で取り上げたのが平成１３年でした。永い長いたたか
いになりました。

ページトップへ


